
　これからの季

節、黄色い花を

咲かせ、私たち

の目を楽しませ

てくれる菜の花。春を告げる食材としてもなじみ

が深いですが、実は特定の植物の名前ではなく、

コマツナやハクサイ、ブロッコリーなど、アブラ

ナ科アブラナ属の花の総称です。

　「野菜の種類によって異なる味わいが楽しめま

す。例えば３～５月に出荷されるコマツナの菜の

花は、あくがなくて食べやすいですよ」と話すの

は、食用に菜の花を栽培する長
なが

澤
さわ

一
かず

雄
お

さん（鴨田）。

それぞれの株に栄養が十分に行き渡るように、種

のまき方や肥料の量に気を配っているそうです。

長澤さんに選び方

のこつを伺うと、

「茎が太くて葉が

柔らかいものを選

ぶといいですよ。

新鮮なうちにさっ

とゆでて、少し多めのカラシであえるとおいしい

です」と教えてくれました。

　長澤さんの菜の花は、伊佐沼農産物直売所等で

購入することができます。春の暖かさを感じなが

ら、川越の旬の食材をぜひ味わってみてください。

菜の花

農政課L224－5939
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菜の花、ブロッコリー、ホウレンソウ、コマツナ、ニンジン、

イチゴ、サトイモ、ゴボウ、サニーレタス、カブ、ダイコン

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜
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ど
ん
ぐ
り

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
と

聞
き
、
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。
南
古
谷
地

域
会
議
主
催
の
「
０
歳
か
ら
の
コ

ン
サ
ー
ト
in

み
な
み
ふ
る
や
」
で

す
。
会
場
で
は
ピ
ン
ク
の
バ
ン
ダ

ナ
を
身
に
付
け
た
地
域
の
皆
さ
ん

が
、
た
く
さ
ん
の
親
子
を
笑
顔
で

迎
え
て
い
ま
し
た
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
チ
ェ
ロ

や
フ
ル
ー
ト
の
音
色
に
聞
き
入
っ

た
り
。「
子
ど
も
に
音
楽
を
聞
か

せ
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
親
子

で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
」「
身
構

え
ず
に
参
加
で
き
る
の
が
い
い
で

す
ね
」
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
。
す

て
き
な
音
楽
と
「
泣
い
て
も
大
丈

夫
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
穏
や
か
な
ま
な
ざ
し

が
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
空
間
を

作
り
出
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
江
戸
天
下
祭
（
神
田
祭
・
山
王
祭
）
の
面
影
を
今
に
伝
え

る
と
い
わ
れ
る
川
越
氷
川
祭
の
山だ

車し

行
事
。
祭
り
で
曳ひ

き

出
さ
れ
る
江
戸
型
山
車
の
人
形
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治

初
期
に
、
鼠

ね
ず
み

屋や

五ご

兵へ

衛い

、
原は

ら

舟
し
ゅ
う

月げ
つ

、
古ふ

る

川か
わ

長
ち
ょ
う

延え
ん

、
仲な

か

秀
し
ゅ
う

英え
い

と
い
っ
た
江
戸
を
代
表
す
る
人
形
師
に
直
接
注
文
し
て

製
作
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
江
戸
の
人
形
の
特
徴
は
、

胡ご

粉ふ
ん

で
真
っ
白
に
塗
ら
れ
硬
く
つ
や
つ
や
し
た
肌
や
、
き

ら
り
と
光
を
反
射
す
る

ガ
ラ
ス
眼
（
玉
眼
）
で

す
。
現
代
で
好
ま
れ
る

か
わ
い
ら
し
い
顔
と
は

異
な
り
、
切
れ
長
で
つ

り
上
が
っ
た
目
を
し
た
浮
世
絵
風
で
、
当
時
の
流
行
や

人
々
の
好
み
、
美
意
識
が
人
形
全
体
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
な
祭
り
（
上

じ
ょ
う

巳し

の
節
句
）
や
こ
ど
も
の
日
（
端
午
の
節

句
）
に
飾
ら
れ
る
節
句
人
形
も
同
様
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

川
越
で
は
例
年
、
一
番
街
の
蘭ら

ん

山ざ
ん

記
念
美
術
館
や
服

は

っ

と

り部
民

俗
資
料
館
で
江
戸
の
ひ
な
人
形
や
五
月
人
形
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
慶
応
元
年
製
の
服
部
家
の
五
月
人
形
は
、
の

ぼ
り
旗
な
ど
と
と
も
に
三
代
仲
秀
英
の
作
で
、
江
戸
文
化

漂
う
当
時
の
川
越
商
家
の
節
句
行
事
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
か
つ
て
江
戸
で
は
、
祭
礼
や
節
句
行

事
等
、
人
々
の
信
仰
や
風
習
に
支
え
ら
れ
、

人
形
が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在

の
東
京
に
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
川
越
に
残
る
人
形
に
、
江
戸
の
人
形

文
化
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸町山車人形・翁（三代

仲秀英作）

服部家・五月人形服部家・五月人形

ナバナの菜の花ナバナの菜の花


